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（平成２９年１０月１日現在、ＮＯＳＡＩ調べ）

ブドウ棚の倒壊（三豊市）

キウイフルーツの落果（善通寺市）

　キウイフルーツ栽培歴
は、今年でちょうど40年で
す。１㌶の園地で「さぬきエ
ンジェルスイート」、「さぬき
ゴールド」など４品種育てて
います。
　栽培する上で一番怖い
のは、やはり自然災害です
ね。過去に収穫間近の台

風で落果やキズ果になり、収入がほぼゼロになった年
もありました。当時は、キウイフルーツ共済もなかった
ので本当に大変でした。
　青色申告を始めて10年になります。収入保険は、
青色申告の実績が基本になるということなので、より
私の営農スタイルに合った補償になるのではないかと
思っています。これから具体的な内容が決まってくる
と思いますが、加入を前向きに検討しています。

期待しています収入保険期待しています収入保険

　
収
入
保
険
制
度
の
主
な
特
徴
は
、

次
の
４
つ
に
な
り
ま
す
。

相
談
窓
口
を
各
支
所
に
開
設

青
色
申
告
を
普
及
推
進

●
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業

者
が
対
象
で
す
。

●
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、
価
格

低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少

全
体
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
品
目
の
限
定
は
基
本
的
に
あ
り

ま
せ
ん
。

●
保
険
料
、
積
立
金
に
国
か
ら
の

助
成
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
詳
し
い
内
容
説

明
や
個
別
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
各

支
所
に
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
担
当
職
員
が
皆
さ
ま
の
疑
問
に
お

答
え
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

　
収
入
保
険
制
度
は
、
農
家
が
得
た
正

確
な
農
業
収
入
の
把
握
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
加
入
す
る
に
は
青
色

申
告
を
実
施
し
、
適
切
に
経
営
管
理
し

て
い
る
農
業
者
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
青
色
申
告
を
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
農
家
を
対
象
と
し
た
青
色
申
告

研
修
会
を
開
催
。
概
要
や
税
制
上
の
メ

リ
ッ
ト
、
開
始
す
る
と
き
の
手
続
き
な

ど
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
30
年
１
月
ご
ろ
に
は
、
収
入
保
険
制

度
に
加
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
農
業
者

を
対
象
と
し
た
青
色
申
告
相
談
窓
口

を
、
県
内
数
カ
所
で
開
設
予
定
で
す
。

詳
し
い
日
時
は
、
各
支
所
ま
た
は
左
記

の
本
所
収
入
保
険
相
談
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
８
７
・
８
９
９
・
８
９
７
７

m
ail/syunyu@

nosai-kagaw
a.jp

随時、相談を受け付け中

もり  さき たかし

善通寺市吉原町 森　 隆さん

　香川県を直撃した台風１８号は、園芸施設やぶどう棚の倒壊、キウイフルーツの
落果など、各地に大きな被害を出しました｡被害を受けられました農家の方々にはお
見舞いを申し上げます。ＮＯＳＡＩでは、共済加入者への早期共済金支払いに向け
作業をすすめています。

吹き飛んだパイプハウス（丸亀市）

共済目的

園芸施設

果　　樹

被害戸数

１41

１３３

２１7棟

43㌶

被覆材の破損、本体の倒壊など

枝折れ、落果、キズ果

被害面積、棟数 主な被害の状況

●被害状況

9月１6日0時から
18日６時までの総降水量

●県内気象観測値（高松地方気象台発表）

内海１８７㎜
高松１７４．５㎜

最大１時間降水量

高松５５㎜
内海５３．５㎜

最大瞬間風速

引田２８．５ｍ/ｓ
多度津２５．８ｍ/ｓ
滝宮２４．０ｍ/ｓ

　倒壊（坂出市）

風に押しつぶされる（観音寺市）

台風１８号 

台風18号で大きな被害台風18号で大きな被害導
入
に
向
け
準
備
着
々

導
入
に
向
け
準
備
着
々

収
入
保
険
制
度

収
入
保
険
制
度

果 樹 被 害

園 芸 施 設
被 害
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農
業
経
営
者
ご
と
の
収
入
全
体
を
対
象
と
し
た
総
合
的
な
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
収
入
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。 

Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
で
は
平
成
31
年
1
月
の
開
始
に
向
け
、
制
度
の
周
知
や
相
談
窓
口

を
開
設
す
る
な
ど
、
制
度
の
普
及
・
推
進
を
強
力
に
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
新
し
い
収
入
保
険
制
度
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。



部門別の上位入賞を決める最終審査

　
審
査
は
４
段
階
に
分
け
て
行
い

ま
す
。
第
１
段
階
は
、
全
て
の
作

品
に
目
を
通
し
て
良
い
作
品
を
選

ん
で
い
き
ま
す
。
次
に
、
良
い
作

品
を
学
年
別
に
並
べ
、
そ
の
中
か

ら
優
れ
た
作
品
を
壁
に
貼
っ
て
い

き
ま
す
。
第
３
段
階
は
壁
に
貼
っ

た
作
品
を
さ
ら
に
厳
選
。
最
後
は
、

学
年
ご
と
の
優
秀
な
作
品
ば
か
り

を
並
べ
て
賞
を
つ
け
ま
す
。

　
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
は
、
筆
の
使
い

方
に
く
せ
が
な
く
、
全
体
の
調
和

が
と
れ
た
作
品
に
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
上
位
賞
に
な
り
ま
す
と
、
子

ど
も
ら
し
い
元
気
さ
や
伸
び
や
か

さ
、
勢
い
が
あ
っ
て
大
き
く
見
え

る
作
品
が
残
り
ま
す
。
た
だ
奇
麗

な
だ
け
の
作
品
は
選
ば
れ
ま
せ
ん
。

　
今
年
は
小
学
校
３
、
４
年
生
と

５
、
６
年
生
は
同
じ
課
題
で
し
た

か
ら
、
下
の
学
年
の
児
童
は
苦
労

し
た
と
思
い
ま
す
が
、
よ
く
頑
張

っ
て
い
ま
し
た
。

審
査
総
評

農
業
共
済

書
写
コ
ン
ク
ー
ル
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全国農業共済協会長賞香川県農政水産
部長賞 香川県知事賞西日本放送賞 四国新聞社賞

髙塚 絢湖さん
香川大学教育学部
附属高松中１年

たかつか あや こ

蓮井 友菜さん
さぬき市立
長尾小５年

はす い ゆう な

門田 侑子さん
香川大学教育学部
附属高松小４年

かど た ゆう こ

谷本 結菜さん
高松市立

十河小３年

たにもと ゆい な

長谷 芽花さん
高松市立

太田小２年

ながたに めい か

日下 太陽さん
さぬき市立
志度小６年

くさ か たいよう

山地 実由さん
さぬき市立
志度小 4 年

やま ぢ み　ゆ

菅沼 綾音さん
さぬき市立
長尾小３年

すがぬま あや ね

西岡 穂華さん
高松市立

植田小２年

にしおか ほの か

佐藤 海生さん
高松市立

弦打小１年

さ とう かいせい

特   賞特   賞特   賞
【
金
賞
】・・・・・・・（
以
下
敬
称
略
）

1
部（
小
学
校
1
年
）

　
阪
本
菜
月（
栗
林
）

　
松
本
怜
馬（
田
中
）

2
部（
小
学
校
2
年
）

　
中
尾
茄
依（
飯
山
南
）

　
原
井
玲
奈（
長
尾
）

3
部（
小
学
校
3
年
）

　
秋
山
優
衣（
多
肥
）

　
森
本
菜
帆（
十
河
）

4
部（
小
学
校
4
年
）

　
谷
口
瑠
子（
長
尾
）

　
久
米
川
寛
太（
志
度
）

5
部（
小
学
校
5
年
）

　
髙
林
恵（
志
度
）

　
竹
内
奏
瑛（
香
南
）

6
部（
小
学
校
6
年
）

　
篠
原
萌（
塩
江
）

　
山
原
星
花（
香
南
）

7
部（
中
学
校
）

　
横
井
俊
哉（
綾
南
２
年
）

　
田
中
美
海（
桜
町
２
年
）

【
銀
賞
】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1
部
＝
森
本
琥
太
朗（
十
河
）、宮

本
倖
士
朗（
屋
島
）、才
谷
都
菜
美

（
太
田
南
）、牛
田
和
葉（
一ノ
谷
）

2
部
＝
奥
田
啓
太（
吉
津
）、上
村

藍
子（
下
高
瀬
）、中
川
了
今（
附

属
坂
出
）、山
本
夕
愛（
大
内
）、宮

前
和
弥（
附
属
坂
出
）

3
部
＝
石
川
ひ
か
り（
長
尾
）、岡

愛
姫（
太
田
南
）、大
島
未
津
己

（
城
南
）、豊
島
栞（
十
河
）、川
成

温
和
子（
郡
家
）、田
村
太
一（
十

河
）、藤
沢
功
香（
太
田
南
）、細
川

千
峰（
仲
南
）

4
部
＝
髙
木
優
希（
香
南
）、山
地

心
音（
木
太
北
部
）、白
石
琉
己

（
林
）、川
田
莉
央
奈（
十
河
）、行

成
実
央（
郡
家
）、松
本
樹
葉
子

（
太
田
）、竹
村
悠
誠（
与
北
）、長

谷
川
絢
香（
仁
尾
）

5
部
＝
坂
賀
憩（
仏
生
山
）、神
田

清
羽（
城
乾
）、髙
塚
想
乃
子（
円

座
）

6
部
＝
藤
澤
和
佳（
志
度
）、藤
岡

陽
菜（
大
野
原
）、鴨
井
佑
希（
郡

家
）、浄
光
瑞
希（
昭
和
）

7
部
＝
鍛
治
夏
希（
丸
亀
南
２

年
）、和
泉
美
咲（
香
川
第
一
２

年
）、白
曼
涼
香（
豊
浜
１
年
）

【
銅
賞
】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1
部
＝
田
中
文
結（
福
栄
）、大
�

実
咲（
栗
林
）、植
田
成
海（
前

田
）、吉
田
愛
音（
附
属
坂
出
）、志

賀
勇
仁（
昭
和
）、長
尾
美
咲（
城

東
）、宮
﨑
惺（
二
ノ
宮
）

2
部
＝
三
宅
遥
斗（
志
度
）、武
内

あ
め
り（
三
本
松
）、豊
田
梨
花

（
附
属
高
松
）、白
澤
希
空（
一
宮
）、

田
口
芽
依
、津
川
達
哉（
川
島
）、

香
川
藍
希（
中
央
）、上
野
杏
樹

（
古
高
松
南
）、久
住
彩
乃（
坂

出
）、三
谷
絢
加（
城
乾
）、井
戸
颯

真（
城
西
）

3
部
＝
平
井
大
揮（
志
度
）、溝
渕

瑞
穂（
附
属
高
松
）、久
保
凛
人

（
栗
林
）、石
原
芽
依（
林
）、谷
本

奈
緒
子（
仏
生
山
）、谷
直
佳（
川

島
）、木
葉
絢
咲（
十
河
）、阿
部
莉

来（
植
田
）、福
家
碧（
香
南
）、林

田
龍
駒（
陶
）、前
田
結
々
奈（
城

北
）、飯
田
玲
音（
城
東
）、橘
由
彩

（
郡
家
）、倉
掛
桃
佳（
垂
水
）、向

井
野
々
葉（
高
室
）、神
木
駿
介

（
豊
浜
）

4
部
＝
渡
部
彩
乃（
新
番
丁
）、杉

山
藍（
亀
阜
）、樫
村
み
さ
と（
前

田
）、塩
谷
紗
季（
下
笠
居
）、小
川

愛
奈（
川
島
）、井
原
正
太
郎
、蓮

井
桃
佳（
十
河
）、松
井
愛
華（
平

井
）、秋
山
夢
七（
宇
多
津
）、上
杉

樹
里
奈（
城
西
）、笠
井
大
雅（
城

辰
）、宮
前
優
音（
郡
家
）、津
島
佑

汰（
竜
川
）、西
山
宗
司
朗（
常

磐
）、森
島
心
咲（
大
野
原
）、岡
田

勝
胤
、荻
田
拓
実（
詫
間
）

5
部
＝
津
田
祐
菜（
長
尾
）、門
田

歩
子（
多
肥
）、石
井
希（
附
属
坂

出
）、佐
々
木
奏
音（
昭
和
）、松
原

光
希（
城
坤
）、前
田
瑚
々
奈（
城

北
）、川
上
里
紗（
城
西
）

6
部
＝
藤
澤
夏
実（
長
尾
）、亀
井

日
奈
子（
川
東
）、漆
原
愛
菜（
附

属
坂
出
）、山
口
拓
真（
昭
和
）、三

木
妃
夏（
陶
）、藤
原
未
希（
飯
山

南
）、�
田
麗
奈（
城
西
）、中
川
佳

音（
城
東
）、豊
田
采
実（
垂
水
）

7
部
＝
喜
岡
明
実
香（
山
田
３

年
）、山
本
果
歩（
附
属
坂
出
２

年
）、山
下
幸
希（
綾
歌
１
年
）

　
銅
賞
以
上
の
１
２
９
点
は
、11
月

29
日
午
後
か
ら
12
月
３
日
ま
で「
瓦

町
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｇ
」（
高
松
市
常
磐
町
）８

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
し
ま
す
。

　「
第
41
回
農
業
共
済
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
会
を
９
月
19

日
に
開
催
。
審
査
委
員
の
小
森
秀
雲
氏
（
香
川
県
美
術
家
協
会

名
誉
会
長
）、
青
木
幽
碩
氏
（
日
展
会
友
）
ら
が
一
点
一
点
を
丁

寧
に
審
査
し
、特
賞
10
点
、金
賞
14
点
、銀
賞
35
点
、銅
賞
70
点
、

佳
作
７
０
０
点
を
決
定
し
ま
し
た
。
銅
賞
以
上
に
入
賞
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

努
力
の
結
晶

第41回第41回

応募総数　１万１９５４点
参 加 校　２１５校

　
今
年
度
は
農
業
災
害
補
償
制
度

70
周
年
記
念
書
写
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

（
主
催
＝
公
益
社
団
法
人
全
国
農
業

共
済
協
会
）が
開
催
さ
れ
、１
部（
小

学
校
３
、４
年
生
）、２
部（
同
５
、６
年

生
）、３
部（
中
学
生
）に
各
２
点
の
作

品
を
応
募
し
ま
し
た
。審
査
結
果
は

次
号
で
。



第
６
回
臨
時
総
代
会

全
議
案
を
可
決
承
認

提
出
議
案

専従者給与を払って経営をしましょう

す
ぐ
に
効
果
発
揮
す
る
柵

イ
ノ
シ
シ
対
策

基礎知識
確定申告

一刀両断一刀両断　
実
り
の
秋
に
は
イ
ノ
シ
シ
の
活
動
が

活
発
と
な
り
ま
す
。

　
被
害
対
策
は
、①
捕
獲
対
策
（
わ
な
や

銃
に
よ
る
捕
獲
）②
侵
入
防
止
対
策
（
電

気
柵
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
設
置

に
よ
る
田
畑
や
集
落
へ
の
侵
入
防
止
）③

集
落
に
寄
せ
付
け
な
い
環
境
づ
く
り（
エ

サ
と
な
る
不
要
な
果
樹
や
野
菜
の
除
去
、

隠
れ
場
所
と
な
る
耕
作
放
棄
地
や
放
棄

竹
林
、
ヤ
ブ
の
刈
り
払
い
な
ど
）―

―

の
３
つ
の
対
策
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
行
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
す
で
に
被
害
を
受
け
て
い
る
場
合
、

侵
入
防
止
柵
の
設
置
で
即
座
の
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
電
気
柵
は
、
安
価
で
設
置
が
簡
単
な

反
面
、
頻
繁
な
草
刈
り
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
は
、
草

刈
り
は
少
な
く
て
済
み
ま
す
が
、
比
較

的
高
価
で
、
重
量
も
あ
る
た
め
設
置
に

労
力
が
か
か
り
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
一
長
一
短
が
あ
る
た
め
、

導
入
費
用
や
設
置
・
管
理
の
労
力
等
を

考
え
て
柵
の
種
類
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
設
置
の
仕
方
を
誤
り
、
十
分

な
侵
入
防
止
効
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い

柵
が
見
ら
れ
ま
す
。
設
置
や
管
理
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
で
指
導
や
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

（
三
野
勝
道
＝
香
川
県
農
政
水
産
部
農
業
経

営
課
副
主
幹
）

次
号
は
「
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
」
の
予
定
で
す
。

 

　今回は「青色専従者給与」と「事業専従者控除」
についてお話していきます。代表的な節税の方
法ですのでご存知の方も多いことと思います
が、少し整理してみましょう。
　生計を一にしている配偶者その他の親族（子
どもや親など）に対して給与を支払った場合、
他人を雇用する場合と異なり原則として必要経
費になりません。しかし、一定の要件を満たす
場合には必要経費にできます。
　青色申告の「青色専従者給与」の場合、 ①１年
のうち６カ月以上の従事②給与が労務の対価と
して妥当③事前に税務署に「青色事業専従者給
与に関する届出書」を提出――などの要件を満
たせば、その給与は全額必要経費として認めら
れます。また、白色申告の「事業専従者控除」

の場合、一定の要件を満たせば、配偶者は 86 万
円まで、その他の親族は 50 万円まで必要経費と
することができます。こちらは届出書の提出は
必要ありません。
　このように、青色申告のほうが必要経費とで
きる金額が大きいので、事業で利益が出ている
場合は青色申告にされることをお勧めします。
　ただし、これらの専従者は、配偶者控除や扶
養控除を使えなくなりますので、節税となるか
どうかは、事業の利益状況などで異なります。
また、届出書の提出など、事前に必要な事柄も
ありますので、早めの対策をとることが大切で
す。
（原ゆきこ＝税理士法人　共同経営センター、高松市昭和町）

次回は「減価償却とお金の流れについて」です。

　
８
月
10
日
、
本
所
事
務
所
で
第
６

回
臨
時
総
代
会
を
開
催
。（
総
代
２
０

１
人
中
、
本
人
出
席
52
人
、
書
面
出

席
１
４
５
人
）。
議
長
は
、
さ
ぬ
き
市

の
入
道
一
士
氏
が
務
め
、
提
出
し
た

６
議
案
全
て

原
案
通
り
可

決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

﹇
第
１
号
議
案
﹈
香
川
県
農
業
共
済
組

合
共
済
規
程
の
一
部
変
更
の
承
認
に

つ
い
て

﹇
第
２
号
議
案
﹈
建
物
共
済
に
係
る
共

済
責
任
の
全
国
共
済
農
協
連
へ
の
再

共
済
割
合
の
変
更
に
つ
い
て

﹇
第
３
号
議
案
﹈
建
物
共
済
賦
課
単
価

の
承
認
に
つ
い
て

﹇
第
４
号
議
案
﹈
畑
作
物
共
済
（
茶
）

危
険
段
階
基
準
共
済
掛
金
率
設
定
方

法
の
承
認
に
つ
い
て

﹇
第
５
号
議
案
﹈
損
害
評
価
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

﹇
第
６
号
議
案
﹈
附
帯
決
議

　
平
成
30
年
産
麦
共
済
の
加
入
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
　
　

　
お
届
け
し
た
「
麦
共
済
細
目
書
異

動
申
告
票
」
は
、
29
年
産
の
加
入
実

績
を
も
と
に
作
成
し
て
い
ま
す
。
十

分
に
ご
確
認
い
た
だ
き
、
記
載
内
容

の
異
動
や
訂
正
が
あ
る
場
合
は
、
正

し
い
内
容
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
提

出
期
日
は
11
月
５
日
で
す
。

　
ま
た
、
新
規
に
10
㌃
以
上
作
付
け

す
る
方
は
、
当
然
加
入
と
な
り
ま
す
の

で
、
各
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
地
域
ご
と
に
建
物
共
済
の
一
斉
加
入

推
進
が
始
ま
り
ま
し
た
。
自
然
災
害
の

補
償
は
10
月
１
日
か
ら
拡
充
さ
れ
、

①
地
震
、
津
波
に
よ
る
支
払
い
限
度
が

50
％
に
②
総
合
共
済
１
棟
当
た
り
の
補

償
が
４
０
０
０
万
円
限
度
に―

―
 

そ

れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
拡
充
さ
れ
た
内
容
に
は
、
新

規
加
入
者
だ
け
で
な
く
、
現
在
ご
加

入
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
、
申
し
出

れ
ば
切
り
替
え
て
加
入
で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
火
災
だ
け
で
な
く
自

然
災
害
も
補
償
す
る
総
合
共
済
へ
の
加

入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

各
支
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
支
所
事
務
所
な
ど
を
「
こ
ど
も
Ｓ
Ｏ

Ｓ
の
家
」
に
登

録
し
、
９
月
１

日
か
ら
「
ふ
る

さ
と
見
守
り
活

動
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
長
年
に
わ
た
り
農
業
共
済
事
業
に

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
組
合
員
（
家

族
）
27
人
を
訪
問
し
、
田
中
孝
博
組

合
長
か
ら
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
S
O
S
に
登
録

ふ
る
さ
と
見
守
り
活
動
を
展
開

加
入
申
し
込
み
受
け
付
け
中

加
入
推
進
中

2日
6日
１0日
　

5日
7日

１4日

損害評価会麦共済部会
損害評価会もも共済部会
第３回余裕金運用管理委員会　
第６回理事会

損害評価会水稲共済部会
損害評価会くり共済部会
損害評価会なし共済部会
70周年記念表彰伝達式
共済部長研修会
第7回理事会

11
月

12
月

組合の主な動き

お知らせからのお知らせからのお知らせからの

建
物
共
済

記念品を受け取る綾川町の大林吉美さん（86歳、水稲60㌃）

ワイヤーメッシュ柵施工事例

農
業
振
興
の
貢
献
に
感
謝

麦
共
済

議案を慎重に審議する総代

56 KAGAWA 2017. November KAGAWA 2017. November

ダミー

に
ゅ
う
ど
う 

か
ず  
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優
し
い
音
色
に
魅
せ
ら
れ
て

全
国
へ  

全
国
へ  
希
少
な
夏
野
菜
を

希
少
な
夏
野
菜
を

「子どもに引き継いでいける経営にしたい」と橋本さん

共
済
部
長
歴
９
年

お

　 

だ

ひ
と

　し

退職した今も老人会などで腕前を披露する

　「農業は自分の考えを反映でき、やったことがすべて
返ってくるので、やりがいがあって楽しいです」と話す
橋本俊一郎さん。平成27年４月、自動車メーカーを退職
しＵターン就農した。今年はアスパラガス『さぬきのめ
ざめ』７㌃、ブロッコリー3㌶、水稲70㌃を栽培する。
　「農業に興味があり、高校生まで祖父母の水稲栽培を
手伝っていました」。就職して以降、農業への思いが強
まる。農業インターン生として26年４月から１年間、農
業法人などで専門技術を学び実践経験を積んだ。
　独立後も当時の仲間とは連絡を取り合う。携帯電話の会
員制交流サイトで作物の写真を送り生育状況を確認するな
ど、互いに切磋琢磨し、モチベーションを高めている。
　近々、アスパラガスのハウス５㌃を増設予定。「毎年
同じようにいかないのが農業。しっかりと知識と経験を
積んで良品生産と収量増大を目指します」

善
通
寺
市
木
徳
町 

小
田 

仁
志
さ
ん（
70
）

高松市多肥上町 橋本 俊一郎さん（37）
はし も と しゅん いちろう

一本一本丁寧に芽かきをする

三
豊
市
財
田
町 

菅
原 

順
三
さ
ん（
64
）

　
三
豊
地
域
以
外
で
は
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
三
豊
ナ
ス
。「
県
外
の
方

か
ら
、
三
豊
ナ
ス
の
形
と
大
き
さ
、
お

い
し
さ
へ
の
感
謝
の
手
紙
が
来
た
と
き

は
、う
れ
し
さ
が
こ
み
上
が
り
ま
す
ね
」

と
菅
原
順
三
さ
ん
（
三
豊
ナ
ス
４
㌃
、

水
稲
１
・
７
㌶
）
は
話
す
。

　
栽
培
を
始
め
た
の
は
、
平
成
24
年
か

ら
。
除
草
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
薬
剤
を
使

わ
ず
、
肥
料
は
乳
酸
菌
発
酵
さ
せ
た
竹

粉
を
活
用
す
る
。「
樹
勢
を
良
く
す
る

た
め
、
幅
広
い
高
畝
を
つ
く
る
の
に
油

圧
シ
ョ
ベ
ル
を
使
い
ま
す
」。
建
設
業

も
兼
ね
る
菅
原
さ
ん
な
ら
で
は
の
工
夫

で
、
高
品
質
生
産
に
努
め
る
。

　
妻
の
夕
紀
子
さ
ん
（
67
）
と
５
月
初

め
に
１
２
０
本
の
苗
を
定
植
。
６
月
末

か
ら
収
穫
を
始
め
、
実
を
大
き
く
す
る

た
め
、
隔
日
の
早
朝
に
取
り
入
れ
る
。

出
荷
は
１
日
２
０
０
個
ほ
ど
。
10
月
末

ま
で
の
４
カ
月
間
に
、
１
本
か
ら
約
50

個
収
穫
す
る
。「
長
期
間
に
わ
た
っ
て

収
穫
す
る
の
で
、
ナ
ス
の
木
が
痛
ま
な

い
よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま
す
」
と
、
枝

切
り
を
丁
寧
に
行
う
。

　
出
荷
先
は
産
直
市
や
マ
ル
シ
ェ
な
ど

で
、
全
国
発
送
も
行
う
。「
安
く
売
る

の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
納
得
い
く

価
格
で
販
売
し
て
い
ま
す
」。

　
菅
原
さ
ん
が
三
豊
ナ
ス
の
栽
培
を
始

め
た
時
か
ら
産
直
市
で
購
入
し
て
い
る

中
西
美
津
代
さ
ん
（
同
町
、
70
歳
） 

は
、
「
つ
や
が
良
く
や
わ
ら
か
い
の

で
、
い
つ
も
購
入
し
て
い
ま
す
。 

親
戚

や
友
人
に
送
る
と
大
き
さ
に
驚
か
れ
ま

す
。
お
中
元
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
、

と
て
も
好
評
で
す
」
と
話
す
。

　
三
豊
ナ
ス
の
認
知
度
と
価
値
を
上
げ

よ
う
と
、「
じ
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
の
三
豊
ナ

ス
」
を
、
25
年
11
月
に
商
標
登
録
し
た

菅
原
さ
ん
。「
多
く
の
人
に
品
質
の
良

さ
や
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
さ

ら
に
販
路
を
広
げ
た
い
で
す
」
と
意
気

込
む
。

産直市へ出荷するナスを、傷がつかない
ように袋詰めする 商標登録した「じゅんちゃんの三豊ナス」を、アピールする菅原さん夫妻

「一般的な三豊ナスに比べ、５０㌘ほど大きい
です」と菅原さん

午前６時から、収穫・整枝管理を行う

　「
で
き
る
だ
け
明
る
め
の
作
業
着
を
選
び
、

帽
子
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と
話
す
の
は
、
八
木

千
栄
さ
ん
。
毎
日
の
農
作
業
が
少
し
で
も
楽
し

く
な
る
よ
う
、
服
装
に
は
就
農
当
初
か
ら
こ
だ

わ
って
い
る
。

　
家
族
で
キ
ク
45
㌃
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
９
㌃
を
栽

培
し
、
年
間
を
通
し
て
ハ
ウ
ス
作
業
に
励
む
。

若
い
女
性
農
家
の
良
き
模
範
に
な
れ
る
よ
う
研

修
会
な
ど
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、
営
農
技
術

の
向
上
に
も
努
め
る
。

　「
今
は
、
孫
７
人
の
成
長
が
楽
し
み
。
い
つ
ま

で
も
若
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
す
。
　
　

小
豆
島
町 

八
木 

千
栄
さ
ん（
57
）

経験積んで経営安定経験積んで経営安定

優
し
い
音
色

優
し
い
音
色

いき
いき農家

ゆ

き

こ

 

な
か
に
し

　み

つ

よ

す
が 

は
ら

じ
ゅ
ん
ぞ
う

　「
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
音
色
で
心
が
落
ち
着

き
、
気
分
転
換
に
な
り
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

ギ
タ
ー
歴
４５
年
に
な
る
小
田
仁
志
さ
ん
。
若
い

頃
、
流
行
し
た
映
画
の
影
響
を
受
け
、
独
学
で

始
め
た
。

　
５０
歳
の
時
、
勤
め
て
い
た
介
護
福
祉
施
設
で

音
楽
療
法
の
演
奏
者
に
抜
擢
。
そ
れ
ま
で
人
前

で
弾
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
入
居
者
が
元
気

に
な
る
な
ら
と
引
き
受
け
た
。
童
謡
な
ど
誰
も

が
知
っ
て
い
る
歌
を
選
曲
し
、
入
居
者
の
家
族
も

巻
き
込
み
、
大
合
唱
し
た
当
時
の
思
い
出
を
振

り
返
る
。

　「
年
の
せ
い
か
指
が
動
き
に
く
く
な
り
ま
し
た

が
、
生
涯
の
趣
味
と
し
て
続
け
た
い
で
す
」
と
笑

顔
で
話
す
。

や

　 

ぎ

ち

　 

え

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く

若
々
し
く

78

いき
いき農家
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三木
町役場

ことでん長尾駅

門入ダム

前山ダム

10

263 148 3

264

279

133

Sanuki Hime
Sanuki Hime

■
今
年
は
初
め
て
長
男
が
田

植
え
、
次
男
が
稲
刈
り
と

も
み
す
り
に
挑
戦
、
本
当

に
助
か
り
ま
し
た
。

■
神
奈
川
か
ら
帰
省
し
た
孫

が
古
代
米
の
稲
刈
り
を

手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
よ
う

で
す
。

■
毎
年
、
も
み
が
ら
を
畑
の
溝
に
た
っ
ぷ
り
入

れ
て
い
ま
す
。
草
が
生
え
に
く
く
、
土
が

ふ
か
ふ
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ぬ
か
も
油

か
す
代
わ
り
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　「
稲
」
の
偉
大
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

■
表
紙
の
女
性
が
持
っ
て
い
る
の
は
哺
乳
瓶

で
す
か
？
　
牛
は
た
く
さ
ん
飲
む
ん
で
す

ね
。

■
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
が
補
償
を
拡
充
。

早
速
切
り
替
え
を
し
よ
う
！

■
サ
ト
イ
モ
を
使
っ
た
チ
ョ
コ
ケ
ー
キ
、
お
い

し
そ
う
な
の
で一度
、
作
っ
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。

応募の宛先 〒761-8083　高松市三名町東原5番地6
香川県農業共済組合クロスワードクイズ係

応募締め切り 平成29年12月15日（金）消印有効 当選者発表 平成30年3月発行予定の30号で発表

郵便はがきに、①A～Dを順に並べたクイズの答え②郵便番号③住所④氏名（ふりがな）⑤年齢⑥電話番号
⑦NOSAIや広報紙への意見、感想、質問⑧身近な情報などをご記入のうえ、ご応募ください。
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と今後の広報紙作成の参考意見とする以外の目的に利用しません。

1.
2.
3.
4.
7.
9.
11.
12.
14.

「鰤」の読み方   
陸上競技の投てき種目のひとつ。「〇〇〇〇投」 
新年を迎える準備として、屋内のすすやほこりを払い清めること。「す〇〇き」 
〇〇〇雄三のニックネームは若大将 
この上なく長い年月のこと 
香辛料の英語訳      
浅い海の岩などに付着している青のりの代用になる海藻 
サケ科に分類される日本最大の淡水魚。和名は「糸魚」
自分の利益だけを考え、他人のことを顧みないこと

1.
5.
6.
8.
10.
11.
13.
15.

アルゼンチンの首都。「〇〇〇〇アイレス」 
風による被害から家屋などを守る森林のこと。「防風〇〇」 
小学生の女の子が将来就きたい人気の職業
公共交通機関のひとつ。「路線〇〇」 
金属製の口金を持つ布袋状の財布のこと。「〇〇口財布」 
野球の審判員  
裁縫する時の必需品。「〇〇〇〇はさみ」  
日本の小学校における教科のひとつで、中学校になると数学になる

た
て
の
カ
ギ

よ
こ
の
カ
ギ

答え

かわせみ

た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今月の
プレゼント

正解者の中から抽選で１０名の方に「黒ニンニク」約４００㌘
（さぬき市の栗尾和弥さん製造）をお届けします。
たくさんのご応募お待ちしています。

前
号
を
見
て
の
ご
意
見

（
東
か
が
わ
市 

男
性 

62
歳
）

（
三
豊
市 

女
性 

60
歳
）

（
高
松
市 

女
性 

51
歳
）

（
丸
亀
市 

女
性 

68
歳
）

（
三
豊
市 

女
性 

36
歳
）

（
善
通
寺
市 

男
性 

71
歳
）

●当選者 鎌田牧場が育てた「まんのう ひまわり牛」（５００ｇ）をお届けしました。
藤井 正さん（さぬき市）、小原 智仁さん（三木町）、後藤 佐代子さん（綾川町）　
乙武 純子さん（まんのう町）、田中 完さん（多度津町）、松本 利明さん（観音寺市）

第26号
当選者
発表

クロスワードクイズ
宛先としてハガキに貼って活用してください。

C

A B

D

1

8 9 10

2 3 4

13

11 12

15

14

5 6 7

　果物が大好き ！  今の時期はクリが
おいしく、焼き栗や栗ご飯にして味
わっています。
　母が水稲や季節の野菜を栽培して
いるので、私も田植えやもみまきなど
を手伝います。農家の皆さん、こまめ
に水分補給をするなど、体調管理に
気を付けて作業をしてください。
　香川県は雪が降らないので、雪国
にあこがれがあります。まとまった休
みが取れたら、北海道や東北地方、
海外ならカナダのような、雪が降る所
に行ってみたいです。

キ
リ
ト
リ

　　
農
薬
、
化
学
肥
料
を
一
切
使
わ
な
い

野
菜
づ
く
り
を
し
て
い
る
「
大
空
の
う

え
ん
」＝
さ
ぬ
き
市
小
田
＝
の
竹
田
信
太

さ
ん
（
41
歳
、
表
紙
写
真
左
端
）。
平
成

21
年
に
Ⅰ
タ
ー
ン
就
農
、「
自
然
の
ま
ま

に
育
て
た
野
菜
は
、
味
が
違
い
ま
す
。

特
に
小
さ
い
子
ど
も
さ
ん
が
い
る
家
庭

で
は
、
安
全
で
お
い
し
い
野
菜
を
食
べ

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
借
地
を
含
め
た
農
地
１
６
０
㌃
で
、

年
間
１
０
０
種
類
を
栽
培
す
る
少
量
多

品
目
経
営
。
夏
は
栽
培
を
減
ら
し
、
農

地
を
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
っ
て
１
カ
月
ほ
ど

か
け
て
太
陽
熱
消
毒
を
し
ま
す
。

　
土
づ
く
り
は
、
お
か
ら
の
堆
肥
や
緑

肥
、
も
み
が
ら
な
ど
を
利
用
し
ま
す
。

丸亀市 池岡 幸さん（20）
いけおか ゆき

東讃地域で栽培されているクリ

「土の状態は草を見て判断してい
ます」と竹田さん

牛
ふ
ん
堆
肥
な
ど
の
ア
ン
モ
ニ
ア
系
は

使
用
せ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
少
量
の
魚

粉
を
用
い
る
程
度
で
す
。

　
昨
年
、
夫
婦
で
就
農
し
た
蓮
井
俊
輔

さ
ん
（
39
歳
、
同
右
端
）
と
佑
加
さ
ん

（
35
歳
、
同
右
か
ら
２
番
目
）
は
「
竹
田

さ
ん
の
技
術
は
素
晴
ら
し
い
」
と
、
栽

培
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
す
。

　
現
在
の
販
売
先
は
、
東
京
と
香
川
の

飲
食
店
に
直
接
納
品
が
ほ
と
ん
ど
。
竹

田
さ
ん
は
「
現
場
の
労
力
と
折
り
合
い

を
つ
け
な
が
ら
個
人
宅
配
を
増
や
し
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。
　

道
の
駅「
な
が
お
」へ
ん
ろ
路
の
朝
市

み
ち

へ
ん
ろ
旅
、
い
や
し
の
里
で
農
産
物
を
提
供

場
所

さ
ぬ
き
市
前
山
９
４
０
の
１
２

T
E
L

０
８
７
９
・
５
２
・
１
０
２
２

時
間

午
前
８
時
〜
午
後
４
時

定
休
日

・主
な
販
売
品

地
元
野
菜
、米（
前
山
の
米
）、花
き
類
、惣
菜
、観
賞
魚

な
し
。12
月

３１
日
、１
月
１
日
は
休
み

出
品
農
家
募
集
中

野
菜
づ
く
り
は
土
づ
く
り

た
け 

だ  

し
ん 

た

は
す 

い 

し
ゅ
ん
す
け

ゆ

　

 

か

前
山
地
区
い
き
い
き
事
業
協
議
会

　
　
　
　
　  

（
会
長
　
寒
川
巧
）

〒761-8083 高松市三名町東原 5 番地 6
香川県農業共済組合クロスワードクイズ係
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東部支所

さぬき市大川町
田面王子１-２

0879-43-4121
TEL

中讃支所

坂出市川津町金山
１８２５-４

0877-46-1211
TEL

高松支所

高松市三名町
東原５-６

087-888-1146
0120-58-1148

TEL

仲多度支所

善通寺市与北町
山下１１０

0877-62-5970
TEL

小豆支所

土庄町大木戸沖甲
５１６５-１６９

0879-62-0694
TEL

三豊支所

観音寺市本大町
１３７８-３

0875-25-2482
0120-031-304

TEL

水菜は約５㎝、ミニトマトは半分にキ
ウイフルーツは約５㎜の半月切りに
する。

鶏肉は切り目を入れ厚さを均一にし、
塩、こしょうで下味をつける。油を引い
たフライパンで皮目から焼く。

フライ返しを押し付けながら両面
を焼く。最後に皮目がパリッとす
るよう焼き上げ、8等分に切る。

ボウルに①と③を入れた中にゆで
卵をくずし入れ、ざっくり混ぜる。器
に盛り、Aをかけて完成。

須賀 ひとみさん
す   が

野菜ソムリエ
地讃知shok代表

料 理 紹 介 者

サ
ラ
ダ
仕
立
て
の
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ニ
ュ
ー

キ
ウ
イ
と
水
菜
の
グ
リ
ル
チ
キ
ン

材料（3～4人分）

1 2 3 4

・・・・・・  1枚 約300g
・・・・・・・・・ ２個

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 80ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５個

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １個

・・・ 適量
・・・ 適量

●鶏モモ肉
●キウイフルーツ
●水菜
●ミニトマト
●ゆで卵
●塩、こしょう
●油

A
    シーザードレッシング

　　 パルメザンチーズ

今回の食材

キウイフルーツ

Point
キウイフルーツは皮付近にタンパク質分
解酵素のアクニジンを含み、肉と一緒に
取ると胃もたれ防止が期待できます。酵
素は加熱すると働かなくなるので生食が
おすすめ。ビタミンCやペクチンも多く、ダ
イエットや老化防止にも優れています。

プロの創作キッチン

余熱→予熱に修正しました


